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Ｑ１：助成対象となる点呼支援機器を使用すれば、運行管理者不在でも点呼と

して認められるのか。 

Ａ１：現在は、認められていません。 

国土交通省において点呼支援機器の実証実験が行われているところであ

り、同機器が点呼における確認、指示項目の一部又はすべてを代替可能

か、機器の要件について検討されています。まずは、乗務後点呼につい

て検証が行われており、その後、乗務前点呼についても検証が行われる

予定です。 

（国土交通省「運行管理高度化検討会」

https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000082.html） 

 

なお、現在は、運行管理者による対面点呼直前に助成対象となる点呼支

援機器（ユニボ）を使用して、本人確認（AI顔認証）、免許証データ確

認、体温データ計測取込、血圧データ計測取込、アルコール検知データ

計測取込等を行うことができます。（免許証リーダーや体温計等の周辺

機器の接続が必要） 

 

Ｑ２：ＩＴ点呼とは違うのか 

Ａ２：「ＩＴ点呼」は、映像・音声を中継するＩＴ機器を介して運行管理者が

運転者に対して遠隔で点呼を行うことです。一方、本助成事業の対象と

なる「点呼支援機器」を使用して行う点呼は、（将来的に認められれ

ば）点呼における確認、指示項目の一部または全てを当該機器に代替さ

せて行うことです。 

 

Ｑ３：申請書に写しを添付する「サービス利用申込書」とは何か 

Ａ３：ナブアシスト社等販売店と契約する際に交わす書類です。この中に、助

成申請書（様式３）に記載する、サービス利用開始日(サービス利用承

諾期間)、機器の管理№が記載されています。参考例：別紙１ 
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別紙１ 


